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知っていた 聞いたことはある 知らなかった 無回答
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読んだことがある 読んだことは無いが知っている 知らなかった
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上記の目標のとおりでよい もっと厳しい目標を掲げて取り組むべき

もっと緩やかな目標を掲げて取り組むべき 縮減すべきではない

無回答

 

裾野市 公共施設の利用に関するアンケート調査結果（概要） 

 

■調査概要 

１．調査目的 

市民の皆様が日頃どのように公共施設を利用されているのか、また公共施設の老朽化に対する現

状の認識をお聞きすることで、今後の公共施設のあり方を検討する基礎的な資料として活用する

ことを目的に実施するもの。 

２．調査方法 

 ・調査対象：裾野市在住の 18 歳以上の男女 1,000人 

  ・調査方法：無作為抽出による郵送配布、郵送回収又はインターネット回収 

  ・調査期間：平成 30 年 12 月 18 日(火)～平成 31 年 1月 15 日(火) 

３．回収状況 

発送数 有効回収数 

1,000 票 428 票（うちインターネット回収 49 票） 

 

■調査結果 

設問：公共施設の維持管理が問題になっていることを知っていましたか              

「知っていた」「聞いたことはある」の合計は 45％であり、「知らなかった」は 54％と過半数を

占める。 

 

 

 

 

設問：裾野市公共施設等総合管理計画を知っていましたか                    

「知らなかった」が 83％と大半を占め、「読んだことは無いが知っている」は 12％、「読んだこ

とがある」は 4％だった。 

 

 

 

 

設問：公共施設の延べ床面積を 30 年間で 30％縮減することについてどう思いますか       

「上記の目標のとおりでよい」が 47％、「もっと厳しい目標を掲げて取り組むべき」が 19％と、

肯定的な意見が 66％を占めた。「もっと緩やかな目標を掲げて取り組むべき」は 20％、「縮減すべ

きでない」は 11％となっている。 

 

 

 

 

  



設問：過去 1 年間で次の各施設をどのくらい利用しましたか                  

「週に 1 回以上」から「年に 1～3 回程度」を含めた、年間 1回以上利用している割合は「市民

文化センター」の 55％が一番高く、以下、「鈴木図書館」39％、「ヘルシーパーク裾野」38％、「運

動公園 その他」32％、「市民体育館」29％と続いた。 

 

※福祉保健会館は広く一般市民に対する貸し出しは行っていない 

※学校開放体育施設は回答者自身の利用する学校を想定して回答 
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市民体育館

運動公園 陸上競技場

運動公園 野球場

運動公園 テニス場

運動公園 その他

総合グランド

須山ﾃﾆｽ・ﾌｯﾄｻﾙ場

深良グランド

市立水泳場

学校開放体育施設

週に１回以上 月に１～３回程度 ２、３か月に１回程度

年に１～３回程度 利用しなかった 無回答



設問：「将来にわたって優先的に維持すべき」と考える施設、「統廃合や施設内容の変更をすべき」

と考える施設を 6つまで選んでください                           

「将来にわたって優先的に維持すべき」では「市民文化センター」の 67％が一番高く、「ヘルシ

ーパーク裾野」の 60％、「鈴木図書館」の 55％と続く。 「統廃合や施設内容の変更をすべき」

では「市立水泳場」の 35％が一番高く、「富士山資料館」30％、「せせらぎの湯」27％と続いた。 

 

※福祉保健会館は広く一般市民に対する貸し出しは行っていない 

※運動公園は陸上競技場、野球場、テニス場をまとめて「スポーツ施設」としている 

※学校開放体育施設は回答者自身の利用する学校を想定して回答 
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複合化・共用化 N=428

長寿命化 N=428

規模縮小・廃止 N=428

共同建設・運営 N=428

民間の活用 N=428

利用料引き上げ N=428

積極的に実施すべき どちからといえば実施すべき
どちらかといえば実施すべきではない 実施すべきではない
無回答

設問：公共施設サービスを維持するための様々な手法についてどのように考えますか        

 

手法①【施設の複合化・共用化】１つの建物に様々な機能を持たせる複合化や共用化を進めるこ

とで、施設の全体的な量を減らす 

 ▶「積極的に実施すべき」が 57％、「どちらかといえば実施すべき」が 31％で、肯定的な意

見が 88％だった。 

手法②【施設の長寿命化】建替えは行わず改修を行い、できるだけ長く施設を使用し続ける 

 ▶「積極的に実施すべき」が 25％、「どちらかといえば実施すべき」が 43％で、肯定的な意

見の合計は 68％だった。 

手法③【施設の規模縮小・廃止】利用率の低い施設や機能の似た施設、老朽化した施設などは規

模の縮小や廃止などを行う 

 ▶「積極的に実施すべき」が 54％、「どちらかといえば実施すべき」が 32％で、肯定的な意

見の合計は 86％だった。 

手法④【近隣市町との共同建設・運営】近隣市町の住民もお互いに使用できるよう、施設の共同

建設や運営を行う 

 ▶「積極的に実施すべき」が 44％、「どちらかといえば実施すべき」が 36％で、肯定的な意

見の合計は 80％だった。 

手法⑤【民間の活用】施設の建替えや運営に民間のノウハウや資金を活用する 

 ▶「積極的に実施すべき」が 39％、「どちらかといえば実施すべき」が 35％で、肯定的な意

見の合計は 74％だった。 

手法⑥【施設利用料の引き上げ】利用料の引き上げ、無料施設の有料化などで利用者の負担を増

やし、今後の維持管理経費を確保する 

 ▶「積極的に実施すべき」が 15％、「どちらかといえば実施すべき」が 29％で、肯定的な意

見の合計は 44％だった。「どちらかといえば実施すべきでない」は 35％、「実施すべきでな

い」は 17％で、利用料の引き上げについては否定的な意見が 52％だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本調査に関するお問い合わせはこちら】 

裾野市 行政経営監 

〒410-1192 静岡県裾野市佐野1059 番地 電話：055-995-1842 FAX：055-993-3607 


